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Ⅰ．調査の目的 

 

  当館公報閲覧室のユーザーニーズの把握および利用者満足度の調査。 

 

Ⅱ．調査対象、実施期間および回収率 

 

１．調査対象 

  公報閲覧室利用者 

 

２．実施期間 

  平成２２年１１月１５日(月)～１２月１７日(金) 

 

３．回収率 

  公報閲覧室受付にて利用者に調査協力をお願いし、アンケート用紙１２５枚を配布。 

うち１１６枚を回収しました。（回収率９２.８％（前年度 199/234 枚 85.0%）） 

 

Ⅲ．調査結果 

 

１．公報閲覧室を知った手段 

  初めて公報閲覧室を利用された方への質問ですが、利用経験のある方も回答している

場合もあるので、これも含めています。 

  「勤務先の情報」が４０.６％で１位、「インターネット情報」「ＩＰセンター･図書 
館」がそれぞれ１８.８％で同率２位でした。 

  公報閲覧室の存在が企業等に充分認識されていると思われます。 

  また、インターネット情報の有効性も示されていると思われますので、今後も引き続

きホームページへの情報掲載などを積極的に実施したいと考えます。 

 

２．来室目的（複数回答） 

  「特実情報」目的が４９.０％、「意商情報」目的が１０.２％と来室目的の主目的 

 は従来と変わらず特許･実用新案に関するものとなっています。 

  利用機器に関するデータでは、公報閲覧室の主力サービスである「特許審査官端末」 

 が２０.４％で最も多い結果となっております。「インターネット」６.８％が２位、 

 「ＣＤ・ＤＶＤ公報」は５.４％で３位となっています。 
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３．接遇全般 

  接遇全般において「良い」との回答が過半数を得ており、「普通」との回答も合わせ 

るといずれも９０％以上となり、概ね良好であると考えられます。 

 ① 受付 「良い」７３.０％「普通」２５.８％、合わせて９８.８％。 

 ② 検索相談・操作補助 「良い」５９.６％「普通」３６.０％、合わせて９５.６％。 

 ③ 分類相談 「良い」４０.４％「普通」１８.０％､合わせて５８.４％｡残りの４１.６
％は「相談していない」との回答。分類相談を受けた方だけで集計すると「良い」 
６５.４％「普通」３０.８％、合わせて９６.２％となります。 

 

４．公報閲覧室の利用について 

  ｢十分目的を達成」５５.６％「一応目的を達成」４２.２％、合わせて９７.８％の  

 利用者が目的を達成していると思われます。 

 

５．利用者証 

  「作成した」との回答は７５.３％、前年度では６５.８％であったことから利用者 

 証の普及が進展していると考えられます。作成した結果９２.２％が「便利になった」 

 と回答いただいており有効性が確認できたと考えられます。 

 

Ⅳ．ご意見・ご要望について 

 

 記述式の回答欄も含めて、データベースのデータ範囲の拡大、機器の機能の充実などを

望む声が見受けられました。 

 特許審査官端末におけるデータの外部保存（FD、USB メモリの使用）など、従来から繰

り返されてきた要望がほとんどでした。 

 

Ⅴ．アンケート調査結果を踏まえて 

 

 公報閲覧室の利用者満足度は概ね良好と思われるので、今後もひきつづき高い評価を得

られるよう努力していきたいと考えます。 

 ユーザーニーズについては、実現可能なものについては検討しつつ、セキュリティなど

を起因とする制限事項などについては、講習会などにおいて十分な説明を行い、利用者の

ご理解を得るよう工夫していく必要があると思われます。 

 


